
第２学年２組 算数科学習指導案

日 時：平成２０年１０月２８日（火）２限

１．単元名 かけ算（１）

２．目 標

・乗法のよさについて気づき、ものの全体の個数をとらえるときに進んで乗法を用いようとする。

（関・意・態）

・乗法九九が用いられている場面について、「１つ分の大きさ」「いくつ分」をとらえて全体の個数の求め

方について考える。 （数学的な考え方）

・乗法が用いられる場面を具体物や式で表すことができる。 （表・処）

・乗法九九（５，２，３，４の段）を構成し、確実に唱えることができる。 （表・処）

・乗法が用いられる場面を理解する。 （知・理）

・乗法九九（５，２，３，４の段）の構成の仕方を理解する。 （知・理）

３．指導にあたって

（１）児童観

本学級の児童は、明るく活発で何事にも意欲的に取り組む。１学期に実施した「さんすうアンケート」の

結果、「おもしろいから」「計算が楽しいから」という理由で算数の学習についても好きな児童が多く意欲

的である。

答えがはっきりとしているものについては発言も多いが、どうしてそのような答えになったのか理由を問

う発問に対しては消極的な児童が多い。そのため、これまでの学習の中で、具体物や半具体物を提示する機

会を増やしたことで、意味を理解し、自分なりの言葉で説明をしようとする児童も増えてきた。

（２）教材観

1年生の学習では、｢１０を６個集めた数は６０である｣といったように数の理解と関連づけて、ひとまと

まりの数とまとまりの数からものの総数を求めるなどの具体的な活動を通して、乗法の素地的な経験をして

いる。ここでは、これらの経験をもとにして、具体的な量（○）をもとにして、○の□個分が△であること

をとらえ、これを○×□＝△と表現する活動へと導き、５の段の九九、２の段の九九、３の段の九九、４の

段の九九を導入し、その記憶と適用を図る。

第１学年 第３学年

⑥１０より大きいかず
・２ずつ、５ずつまとめて数える

こと

⑫２０より大きいかず
・数の構成に基づく数の数え方

③わり算
・わり算の答えの見つけ方

・倍の第１用法

⑪かけ算の筆算（１）
・何十、何百×１位数の計算

・２，３位数×１位数の筆算

・乗法の結合法則

①かけ算
・０のかけ算 ・分配法則の活用

・交換法則の活用 ・ａ×□、□×ａ

本単元 かけ算（１）
・かけ算の意味

・積の求め方

・５，２，３，４の段の九九の構成、

記憶と適用

・乗数と積の大きさの考察

第２学年

⑪ かけ算（２）
・６，７，８，９，１の段の九九の

構成、記憶と適用

・乗法について成り立つ性質

・５，２，３，４の段の九九の構成

（交換法則、分配法則）

・九九の活用

・倍の概念の理解

・九九表のきまり

⑭かけ算の筆算（２）
・１，２位数×何十の計算

・２位数どうしの筆算

・計算のきまりや法則を用いた乗法計

算の工夫

・２，３位数×１位数の暗算

単元の関連と発展

Ｃ―１ 指導案



（３）指導観

本単元は、かけ算の意味を理解すること、九九を確実に覚え使えるようにすることの２つの大きなねら

いがある。そこで、本単元で学習したことを活用させるために、生活の中から乗法の適用できる場面を探さ

せたり、実際に使う学習をさせたりしていきたい。

さらに、楽しく九九の習熟を図る手だてを工夫しながら、学習への意欲の持続を図っていきたい。

まず、「１つ分の大きさ」の「いくつ分」という言葉の意味を十分に理解させるため具体物や半具体物を

使った操作活動、絵や図にかいて表す活動を多く取り入れる。また、絵や図から立式させたり、立式したも

のから絵や図をかかせたりする活動も多く取り入れていきたい。その他にも、かけ算のよさを実感し、進ん

で取り入れていこうとする態度を育てるとともに、自分の考えを自分なりの言葉で仲間に伝える活動も取り

入れ、表現できる力も育てていきたい。展開については、乗法の意味の理解に重点をおき、指導を進めてい

きたい。

４．指導計画及び評価計画（総時数 ２４時間）

次
小単元名

及び目標
◆学習活動・指導上の留意点 本時に関連する既習事項 観点別評価規準

○到達していない

児童への支援

かけ算

○「１つぶんの

大きさ」とら

えられるよう

になる。（本

時）

◆１台に「４人ずつ」乗っている

ものを、図をかいて確かめる。

◆１台に同じ数ずつになってい

るものを調べる。（１）

・ワークシートに図をかかせるこ

とにより「１つ分の数」を捉え

させるようにする。

10 のまとまりをつくり、

その数を数えて総数を求

めたり、２とびや５とび

でも総数を求めたりす

る。

1年「10 より大きいかず」

「20 より大きいかず」

関１台に同じ数ずつ乗ってい

るものを、図をかいて確か

めようとする。（観察）

知「１つ分の数」を、図をかく

操作を通して理解するこ

とができる。

（ワークシート）

○見つけられない児

童には、「２人ずつ」

はないかななどの具

体的な数字を伝え、

考えさせる。

「同じ数ずつ」になって

いるまとまりに着目する

「同じ数ずつ」＝「１つ

分の数」であることを捉

え、かけ算の式の意味を

理解する。

○「１つ分の数」

「いくつ分」

をとらえられ

るよう にな

る。

○乗法の意味を

理解する。

◆「１つ分の数」と「いくつ分」

を捉え、全体の人数を調べる。

◆６×３＝１８の式の意味を理

解する。

◆乗法の場面を式に表す。（３）

・必要に応じておはじきを並べ、

「何のいくつ分で何」という表

し方で言えるようにする。

・写真やおはじきの並べ方と言葉

を対応させながら式に書く。

・はじめに「１つ分の大きさ」を

表す数を、次に「いくつ分」に

あたる数を書き、最後に「全部

の数」を書くことを確認する。

「１つ分の数」、「いくつ

分」に着目し、立式する。

考 数量の関係を「単位とする

大きさ」の「いくつ分」と

とらえることができる。

表 乗法の場面としてとらえ

ることができる場面を乗

法の式に表したり、式を読

んだりすることができる。

知 「単位とする大きさ」の「い

くつ分」を簡潔に表したも

のが乗法の式であること

を理解している。

（発言・ノート）

○おはじきを絵の上

に置くなどして、

数の並び方に着目

させる。

○写真から１つ分が

いくつ分であるか

を丁寧におさえ、

それを式に表すよ

うにする。

○合計の数を数える

のではなく、たし

算で求めることが

できないかを問

う。

○乗法の意味の

理解を確実に

する。

◆並んだおはじきを乗法の場面

としてとらえ、乗法の式に表

す。（１）

・「２×３」は「２個が３つ分」

という言葉を板書し、「式」と

「言葉」と「おはじき」の３つ

を関連づけて示すようにする。

「１つ分の数」×「いく

つ分」＝「ぜんぶの数」

をもとに、乗法場面を

式に表す。

表 乗法の場面ととらえる場

面を式に表したり、乗法の

式から場面を表現したり

することができる。

（ノート・観察）

○式や教科書の写真

から「○こが□分」

であることをおさ

え、そのことをお

はじきで表すよう

にする。

一

７

時
間

○乗法の答えは

被乗法を乗法

の数だけ累加

して求められ

ることを理解

する。

◆乗法の答えは、被乗法を乗法の

数だけ累加して求められるこ

とを理解する。（１）

・「１つ分の大きさ」にあたる数

が「８枚」、「いくつ分」にあた

る数が「３ふくろ」であること

から、「８×３」であることを

○このまとまりが□つあ

る場面をおはじきで操作

する。

知 乗法の答えを、被乗法を乗

法の数だけ累加する方法

で求めることができる。

（観察・ノート）

○１つずつ数えて求

めようとする児童

には、８が３つあ

ることから、たし

算を想起するよう

助言する。



押さえる。その際には、板書で

おはじきを使い、８が３つ分で

あることを示すようにする。

○乗法の場面と

してとらえる

ことができる

場面が、身の

回りに多くあ

ることを知る

とともに、乗

法の意味の理

解を確実にす

る。

◆乗法の場面としてとらえるこ

とができる身のまわりの場面

を探し、乗法の式に表す。（１）

・子どもが見つけたものをデジカ

メで記録しておく。見つけたも

のを発表させる際に、その画像

を使って説明させるようにす

る。

「同じ数ずつ」になって

いるまとまりに着目す

る。

関 学習内容を適切に活用し

て、活動に取り組もうとし

ている。（観察）

知 乗法の場面としてとらえ

ることができる身のまわ

りの場面を探し、乗法の式

に表す。（ワークシート）

○児童と一緒にまわ

り、同じ数ずつ並

んでいるものを探

すよう助言する。

５のだん、２の

だん

○５の段の九九

を構成する。

◆累加や５とびなどを用いて５

の段の九九を構成する。（１）

・答えの確認の場では、自動車の

写真とともにアレイ図とかけ

算の式を関連させながら「５が

いくつ分であるのか」をおさえ

ていく。

累加や５とびで総数を求

める。

知 ５の段の九九の構成の仕

方を理解している。

（発言・ワークシート）

○「５×２」は「５

人が２台分」であ

ることを示し，し

たがって「５＋５」

であることを示し

て、ゆっくりと答

えを求めるように

する。

５の段の九九を用いて、

問題を解決する。

○５の段の九九

を記憶し、適

用する。

◆用語「九九」を知り、５の段の

九九の練習をする。

◆５の段の九九を用いて問題を

解決する。（２）

・単に九九を唱えるだけでなく、

アレイ図と関連づけ、５ずつ増

えていくという５の段の九九

の構成をとらえながら唱えさ

せる。

・具体物を操作させながら、問題

を解決させるようにする。

５の段の九九を用いて、

問題を解決する。

表 ５の段の九九を唱えるこ

とができ、それを用いて身

のまわりの問題を解決す

ることができる。（観察・

ワークシート）

○最初の段階は教師

の言う５の段の九

九をまねさせるよ

うにして、九九に

慣れるようにす

る。

○文章問題では、個

別指導にて対応

し、おはじきを使

って、「○の□分」

を押さえてから立

式させるようにす

る。

○２の段の九九

を構成する。

◆累加や２とびなどを用いて２

の段の九九を構成する。（１）

・答えの確認の場では、自転車の

写真とともにアレイ図とかけ

算の式を関連させながら「２が

いくつ分であるのか」をおさえ

ていく。

５の段の九九と同じ考え

を用いて、２の段の九九

を構成する。（累加や２と

びで総数を求める。）

考 ５の段の九九と同じ考え

を用いて２の段の九九の

構成を考えている。

知 ２の段の九九の構成のし

かたを理解している。

（観察・ワークシート）

○アレイ図やおはじ

きを使って答えを

求めさせるように

する。

累加や２とびで総数を求

める。

二

６
時

間

○２の段の九九

を記憶し、適

用する。

◆２の段の九九を用いて問題を

解決する。（２）

・式を見ながら唱える、九九を見

ながら唱える、かけ算カードを

使って練習する等、様々な方法

で繰り返し練習させるように

する。

・問題場面を図に表す活動を通し

て、問題を解決させるようにす

る。

２の段の九九を用いて、

問題を解決する。

表 ２の段の九九を唱えるこ

とができ、それを用いて身

のまわりの問題を解決す

ることができる。（観察・

ワークシート）

○最初の段階は教師

の言う２の段の九

九をまねさせるよ

うにして、九九に

慣れるようにす

る。

○九九カードを使っ

て、定着するまで

繰り返し練習させ

るようにする。

○文章問題では、個

別指導にて対応

し、図を使って、

「○の□分」を押

さえてから立式さ

せるようにする。



３のだん、４の

だん

○３の段の九九

を構成する。

◆３×５の積に３をたせば３×

６の積になることを活用して、

３の段の九九を構成する。（１）

・教科書にあるアレイ図を用いて

３＋３＋３＋３から、３＋３＋

３＋３＋３へと「＋３」が増え

ることをとらえさせる。また、

５の段や２の段と同じになっ

ていることもおさえる。

５の段、２の段の九九の

きまりを確かめ、そのき

まりに着目し、３の段の

九九を構成する。

考 乗法について成り立つ性

質を用いて、九九の構成の

しかたについて考えてい

る。

（観察・発言・ワークシ

ート）

○アレイ図やおはじ

きを使って答えを

求めさせるように

する。

３の段の九九を用いて、

問題を解決する。

○３の段の九九

を記憶し、適

用する。

◆３の段の九九を用いて問題を

解決する。（２）

・前時に学習した「かける数が１

増えると答えは３ずつ増える」

をもとに、かける数と積の関係

へと発展させるようにする。

・問題場面を図に表す活動を通し

て、問題を解決させるようにす

る。

問題場面を図に表す。

表 ３の段の九九を唱えるこ

とができ、それを用いて身

のまわりの問題を解決す

ることができる。（観察・

ワークシート）

○問題に書かれた順

に数字を並べ、「３

×６」を「６×３」

と誤って立式して

しまう児童には、

挿し絵をよく見せ

て、「１つ分の大き

さ」は何か「いく

つ分」にあたるの

はどれかを再確認

させる。

○４の段の九九

を構成する。

◆かける数が１増えると答えが

４増えることを活用して、４の

段の九九を構成する。（１）

・答えの確認の場では、３の段と

の違い（３ずつたしていったこ

と）を明確にして、積に４ずつ

たしていくことをおさえる。

「かける数」が１増える

と答えは「かけられる数」

だけ増えることを活用

し、４の段の九九を構成

する

考 乗法について成り立つ性

質を用いて、九九の構成の

しかたについて考えてい

る。（観察・発言・ワーク

シート）

○アレイ図やおはじ

きを使って答えを

求めさせるように

する。

４の段の九九を用いて、

問題を解決する。

三

８

時
間

○４の段の九九

を記憶し、適

用する。

◆４の段の九九を用いて問題を

解決する。（２）

・発表の際には、具体物を操作し、

それを示しながら、問題を解決

させるようにする。
問題場面を図に表し、そ

れをもとに立式する。

表 ４の段の九九を唱えるこ

とができ、それを用いて身

のまわりの問題を解決す

ることができる。（観察・

ワークシート）

○最後の文章問題の

理解が不十分な児

童には、教科書の

絵の向きを変えた

り、横の３列が何

列あるのかを考え

たりするよう助言

する。

「同じ数ずつ」のまとま

りに気づく。

○問題作りによ

る、式の読み

や式に表現す

ることを通し

て、５．２．

３．４の段の

理解を 深め

る。

◆絵を見て、乗法の式に表すこと

ができる場面を探し、式に表

す。

◆絵を見て、乗法の式に表すこと

ができる場面を探し、問題をつ

くる。（２）

・絵の状況を自分なりの言葉で言

わせ、それを記述させるように

する。

・発表の際には、同じ数が何個あ

るのかを絵とともにおさえな

がら説明させるようにする。

絵の状況を図に表し、そ

れをもとに立式する。

表 乗法の場面を見つけ、式に

表す。

知 乗法が用いられる場面を

理解し、文章問題をつくる

ことができる。

（観察・ノート）

○まず、同じ数のか

たまりを見つける

よう助言する。

○おたすけシートの

空欄を埋めて問題

づくりに取り組む

よう助言する。

５，２，３，４の段の九

九を使って、問題を解決

する。

まとめ

○学習内容を確

実に身につけ

る。

○学習内容の理

解を確 認す

る。

◆「力をつけよう」に取り組む。

◆「たしかめよう」に取り組む。

（２）

・文章問題は絵をかいて考えさせ

る。

・アレイ図などを使って、乗法が

増えると被乗法分増えていく

ことを確認する。

５，２，３，４の段の九

九を使って、問題を解決

する。

表 学習内容を正しく用いて、

問題を解決することがで

きる。

知 基本的な学習内容につい

て理解している。

（ノート）

○文章問題では、個

別指導にて対応

し、「○の□分」を

押さえてから立式

させるようにす

る。

四

３
時

間

○評価テスト



５．本時の学習（全２４時間 本時 １／２４）

（１）ねらい ・１台に同じ数ずつ乗っているものを、図をかいて確かめようとする。 （関・意・態）

・「１つ分の数」を、図をかく操作を通して理解することができる。 （知識・理解）

（２）準 備 掛け図、ワークシート（提示用、児童用）

（３）展 開

配時 学習活動
・指導上の留意点

○支援 ☆評価（観点・方法）

つ

か
む

５

１．遊園地の入口に並んでいる絵を見て、並び方

を比べる。
・左は４人ずつきれいにならんでいる。

・右は、きちんとならんでいない。ばらばら。

・４人ずつという言葉が出るように、はじめに両
方を紙で隠して、４人ずつ見せていく。

・「～ずつ」という言葉の使い方をおさえる。

ふ

か
め

る

３５

２．１つ分の数を調べる。

○この中に４人ずつはあるかな？

○図にかいて考えてみよう。

３．考え方を発表する。

・コーヒーカップは４人と３人と３人と２人
で、４人ずつにはなっていない。

・飛行機は全部４人ずつになっている。

４．いろいろな「同じ数ずつ」を探す。

○ほかにも同じ数ずつのものを探してみよう。
・自転車は１台に２人ずつだ。

・車は１台に５人ずつになっている。
・テーブルは１つに６人ずつになっている。

・花は８本ずつだ。

・自転車のタイヤは１台に２こずつついている
よ。

・コーヒーカップも４人ずつだと考える児童と違
うと考える児童に分かれた場合

→ ワークシートに図をかくことによって確

かめさせる。
・全員がコーヒーカップは違うと考えた場合

→ なぜそう言えるのか訳を説明させる。
その後に、図をかく操作を通して確認して

いく。

・一斉指導によりジェットコースター１台に乗っ
ている数を、図で示しながら確認していく。

・ワークシート①の書き方を黒板で指示する。

・コーヒーカップと飛行機も４人ずつになるのか

をワークシートに図をかかせることにより確
認させる。

○図がかけない児童には、個別指導で一緒に図を
かいてかき方を説明する。

☆１台に同じ数ずつ乗っているものを、図をかい

て確かめようとしている。 （関 観察）

・１台に○人ずつを、全員で何度も言い、使い方

に慣れさせる。

・ワークシート②を配布し、考えさせる。

・数字やものが変わっても、同じ数ずつと言える
ことをおさえる。

○見つけられない児童には、「２人ずつ」はない
かなどの具体的な数字を伝え、考えさせる。

☆「１つ分の数」の意味を理解している。

（知 ワークシート）

まと

める

５

５．今日の学習の振り返りをする。 ・今日の学習で、楽しかったことやわかったこと

をワークシートに記入する。

１台に「４人ずつ」をさがそう。

ジェットコースターは４人

ずつのっている。

飛行機も４人ずつだ。

コーヒーカップも４人だ。

コーヒーカップ
は４人ずつとは

言えないよ。


